
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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政府の規制改革推進会議農林水産ワーキンググループ

は、会合の内容を完全に非公開とする異例の対応を取

りました。同会議が常設となった2019年10月以降初めて。

農地を取得できる「農地所有適格法人」の出資規制緩和

などが議題とみられ、農業関係者以外の議決権（出資割

合）を過半に増やせる仕組みを求め、22年に措置する見

込み。農地買収を懸念する声が根強い。（12/14付2面）

今週の記念日
★12月22日
「ジェネリック医
薬品の日」
Ｎ Ｐ Ｏ 法 人

ジェネリック医
薬品協議会が
制定 。 ジ ェ ネ
リック医薬品は、
科学的な基準
に従い厚生労
働大臣の承認
を受け、新薬の
特許が切れた
後に、製造販売
されている医薬
品。その意義や
役割を知っても
らうのが目的。
日付はジェネ
リック医薬品承
認の科学的基
準を定めた日
（１９９７年１２月
２２日）から。

＜日本記念日協会から＞

農水省が検討している2022年

度からの新規就農支援事業

見直しの概要が判明しました。

新規就農者などによる機械や

施設などの導入を補助する事

業を新設。補助対象事業費は

最大1,000万円で、県が助成

した分の２倍を国が補助する

仕組みの方向。また、新規就

農者に月12万5,000円を最長

３年間交付する事業も用意す

る方針です。 （12/16付1面）
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日本農業新聞 東北支所 （編集担当記者） 川崎 学
Netflixで配信されている「汚れた真実」で、『メープルシロップ盗難事件』というカナダ
のケベック州で起きた事件のドキュメンタリーを見ました。メープルシロップ4,536㌧が
２０１１年から１年かけて盗まれるという、ケベック州でも最大の盗難事件で、背後には
メープルシロップの生産調整する生産者組合と、生産の自由化を訴える生産者の対立
がありました。日本の農業の現状を考えると他人事とは言えないドキュメンタリーでした。

ＪＡ全中は2022年度から始まる「第４

次人づくりビジョン全国運動」の方針

を決定。「農業協同組合らしい人づく

り」の一環で、組合員とのコミュニケー

ション力を高めるため、副業として農

業従事を盛り込みました。就業前後

や休日などを想定。 （12/11付1面）

新型コロナ禍で「子ども食堂」の休止が相次

ぐ中、子育て中の貧困世帯などに直接、食

品を届ける「子ども宅食」の活動が注目され

ています。先進地、佐賀県では民間の９団

体が支援活動を続けています。その一つ、

「隣友の会」の代表の江頭ひとみさんは「社

会からの孤立を防ぐためにも、宅食の役割

は大きい」と訴えます。 （12/15付１面）

シロップや添加物を使わずに、

皮むきリンゴを約１年間保存

できる加熱殺菌技術が、北海

道で開発されました。生のもの

と同様の食感や甘味がありま

す。皮をむいて切った状態で

真空パックして、専用機器で

10分間100度で加熱殺菌する

製法です。 （12/15付15面）


